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沼
隈
町
の
は
ね
踊
り�

�

　
昨
年
、
吉
原
知
子
氏
か
ら
鼓
家
文
書
（
七
頁
参
照
）

と
と
も
に
近
世
の
絵
画
二
点
が
併
せ
て
寄
贈
さ
れ
た
。

そ
の
う
ち
の
一
点
が
山
口
素
絢
の
描
い
た
「
は
ね
踊

り
」
で
あ
る
。�

　
「
は
ね
踊
り
」
は
勇
壮
活
発
な
た
め
、
水
野
勝
成

が
福
山
に
入
封
し
た
と
き
、
士
気
を
鼓
舞
す
る
に
ふ

さ
わ
し
い
と
奨
励
し
た
と
伝
え
ら
れ
る
。
江
戸
時
代
、

沼
隈
郡
の
氏
神
社
の
夏
祭
り
に
地
元
の
若
連
中
に
よ

っ
て
奉
納
さ
れ
、
絶
え
る
こ
と
な
く
今
日
ま
で
受
け

継
が
れ
て
き
た
。
沼
隈
町
の
「
は
ね
踊
り
」
は
、
昭

和
三
十
四
（
一
九
五
九
）
年
に
広
島
県
の
無
形
民
俗
文
化

財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。�

　
京
都
の
画
家
山
口
素
絢
（
一
七
五
九
〜
一
八
一
八
）
は
、

円
山
応
挙
の
門
下
十
哲
に
数
え
ら
れ
る
優
れ
た
画
家

で
、
特
に
美
人
画
に
秀
で
て
い
た
。
備
南
地
区
に
は

素
絢
落
款
の
作
品
が
少
な
く
な
い
。�

　
箱
蓋
裏
に
「
文
化
九
壬
申
（
一
八
一
四
）
歳
六
月
上
旬
」

と
あ
る
こ
と
か
ら
、
作
者
晩
年
の
作
と
思
わ
れ
る
。

円
山
派
の
画
風
ら
し
く
写
実
的
で
、
当
時
の
風
俗
を

そ
の
ま
ま
い
き
い
き
と
映
し
だ
し
て
い
る
。
彩
色
の

退
色
や
本
紙
の
折
れ
な
ど
劣
化
が
進
行
し
て
い
る
た

め
、
昨
年
度
補
修
を
行
っ
た
。
　
　
　
（
西
村
　
晃
）�
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県
内
史
料
保
存
利
用
機
関
に
お
け
る�

古
文
書
の
保
存
と
整
理�

�
―
―
大
田
庄
歴
史
館
の
取
り
組
み
か
ら
―
―�

�

　
　
　
　 
　   

甲
山
町
大
田
庄
歴
史
館
主
事
　
林
　
光
輝�

����

　
当
館
は
中
世
荘
園
「
大
田
庄
」
を
記
念
し
、
一

九
九
五
年
（
平
成
七
）
四
月
に
開
館
し
ま
し
た
。

地
域
志
向
型
の
資
料
館
と
し
て
、
生
涯
学
習
の
観

点
か
ら
教
育
普
及
活
動
に
力
を
入
れ
て
い
る
ほ
か
、

考
古
・
歴
史
（
原
始
古
代
か
ら
現
代
ま
で
）
・
民

俗
の
各
分
野
に
わ
た
る
調
査
研
究
や
、
資
史
料
を

歴
史
遺
産
と
し
て
活
用
し
、
保
存
し
て
い
く
た
め

の
方
法
論
の
検
討
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。�

　
ま
た
、
自
治
体
史
編
纂
事
業
に
も
協
力
し
て
い

る
関
係
上
、
資
史
料
の
保
存
と
活
用
に
つ
い
て
実

際
的
な
問
題
と
直
面
し
て
い
ま
す
。
特
に
史
料
デ

ー
タ
の
整
理
と
、
迅
速
か
つ
円
滑
な
検
索
手
段
に

つ
い
て
は
、
二
次
史
料
（
複
製
）
の
収
集
が
進
む

に
つ
れ
て
必
然
的
な
課
題
と
な
っ
て
き
ま
し
た
。�

　
今
回
は
当
館
で
模
索
検
討
中
の
検
索
機
能
付
き

Ｃ
Ｄ
―
Ｒ
Ｏ
Ｍ
に
よ
る
記
録
保
存
と
検
索
法
に
つ

い
て
紹
介
し
ま
す
。
当
館
に
お
い
て
も
、
資
史
料

を
３５
ミ
リ
カ
メ
ラ
（
白
黒
ネ
ガ
フ
ィ
ル
ム
）
で
撮
影

し
、
「
ベ
タ
焼
き
」
と
Ａ
４
サ
イ
ズ
「
Ｃ
Ｈ
版
」

へ
の
焼
き
付
け
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ベ
タ
焼
き
と

ネ
ガ
は
同
定
し
や
す
く
す
る
た
め
同
じ
フ
ァ
イ
ル

に
綴
じ
、
利
用
す
る
際
に
は
写
真
台
帳
や
史
料
目

録
台
帳
か
ら
辞
書
を
引
く
要
領
で
探
し
ま
す
。
量

が
少
な
け
れ
ば
別
で
す
が
、
全
時
代
を
通
じ
た
検

索
と
な
る
と
相
当
な
時
間
と
労
力
を
要
し
ま
す
。�

　
ま
た
、
ネ
ガ
は
い
ず
れ
劣
化
し
て
利
用
で
き
な

く
な
る
こ
と
は
化
学
的
に
運
命
づ
け
ら
れ
て
お
り
、

Ｃ
Ｈ
版
の
製
本
も
冊
数
が
増
加
す
る
と
、
目
的
の

資
史
料
は
探
し
に
く
く
な
り
ま
す
。�

　
検
索
機
能
付
き
Ｃ
Ｄ
―
Ｒ
Ｏ
Ｍ
へ
の
デ
ー
タ
入

力
（
デ
ジ
タ
ル
化
、
現
在
は
ネ
ガ
フ
ィ
ル
ム
か
ら

の
入
力
）
に
は
次
の
よ
う
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま

す
（
Ｃ
Ｄ
―
Ｒ
Ｏ
Ｍ
画
像
再
生
機
能
付
き
パ
ソ
コ

ン
が
必
要
）
。
①
デ
ジ
タ
ル
情
報
の
た
め
劣
化
が

ほ
と
ん
ど
な
い
（
メ
デ
ィ
ア
を
写
し
換
え
て
い
け

ば
半
永
久
的
な
保
存
が
可
能
と
な
る
）
。
②
一
枚

の
Ｃ
Ｄ
―
Ｒ
Ｏ
Ｍ
に
大
量
の
情
報
入
力
（
モ
ノ
ク

ロ
Ａ
４
版
デ
ー
タ
で
約
一
万
五
千
枚
）
が
で
き
る
。

ま
た
保
管
場
所
を
と
ら
ず
、
持
ち
運
び
も
容
易
で

あ
る
（
保
管
管
理
に
は
要
注
意
）
。
③
検
索
が
早

い
（
目
次
か
ら
目
的
の
資
史
料
へ
す
ぐ
ジ
ャ
ン
プ

で
き
る
）
。
④
必
要
な
ペ
ー
ジ
だ
け
を
閲
覧
・
利

用
で
き
る
（
拡
大
縮
小
も
可
）
。�

　
現
在
は
内
部
資
料
と
し
て
世
羅
郡
「
国
郡
志
御

用
下
し
ら
へ
書
出
帳
」
（
一
部
）
に
限
っ
て
試
験

的
に
Ｃ
Ｄ
―
Ｒ
Ｏ
Ｍ
へ
入
力
し
ま
し
た
が
、
将
来

的
に
は
さ
ら
に
、
資
料
館
の
学
芸
活
動
や
自
治
体

史
編
纂
事
業
で
得
ら
れ
た
デ
ー
タ
、
関
連
分
野
ご

と
の
研
究
論
文
に
つ
い
て
も
入
力
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。�

　
こ
の
よ
う
な
情
報
の
デ
ジ
タ
ル
化
に
よ
っ
て
、

必
要
な
情
報
を
迅
速
に
引
き
出
す
こ
と
が
で
き
、

よ
り
多
く
の
史
料
の
活
用
に
貢
献
す
る
可
能
性
を

有
し
て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。�

　
以
上
紹
介
し
た
情
報
の
デ
ジ
タ
ル
化
は
、
決
し

て
従
来
の
ア
ナ
ロ
グ
的
方
法
を
否
定
す
る
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
特
に
一
次
史
料
（
原
文
書
）
の

風
合
い
の
表
現
や
、
画
像
の
細
部
に
あ
た
っ
て
は

旧
来
の
写
真
の
解
像
度
に
は
及
び
ま
せ
ん
。
ま
た
、

デ
メ
リ
ッ
ト
の
一
つ
と
し
て
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
グ

ラ
フ
ィ
ッ
ク
ス
の
技
術
に
よ
り
、
扱
う
側
の
意
図

に
よ
っ
て
は
デ
ー
タ
が
改
竄
さ
れ
る
可
能
性
を
も

含
ん
で
い
ま
す
。

資
史
料
の
保
存
と

活
用
に
と
っ
て
は
、

情
報
の
デ
ジ
タ
ル

化
は
従
来
の
方
法

と
並
行
し
て
行
わ

れ
る
こ
と
が
望
ま

し
い
こ
と
の
よ
う

に
思
わ
れ
ま
す
。�

入力の終わったCD－ROM
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〈
収
蔵
文
書
展
か
ら
〉�

尾
道
橋
本
家
を
め
ぐ
る
銀
談
争
論�

�

　
　
　
　
　
　
　   

県
立
文
書
館
研
究
員
　
西 

向 

宏 

介�

����

　
文
書
館
で
は
、
９
月
２８
日
か
ら
１１
月
２８
日
ま
で

収
蔵
文
書
展
「
古
文
書
で
綴
る
地
方
都
市
商
人
の

世
界
―
尾
道
の
湊
と
豪
商
橋
本
家
―
」
を
開
催
す
る
。�

　
当
館
所
蔵
の
尾
道
橋
本
家
文
書
に
は
、
近
世
中

期
以
降
の
商
家
経
営
に
関
す
る
貴
重
な
古
文
書
が

少
な
く
な
い
。
そ
の
中
に
、
橋
本
家
と
他
の
商
家

と
の
金
銭
貸
借
を
め
ぐ
る
銀
談
争
論
に
関
す
る
文

書
が
約
三
〇
〇
点
あ
る
。
こ
れ
ら
の
文
書
は
、
そ

の
大
半
が
天
保
期
に
作
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。�

　
天
保
期
は
、
広
島
藩
経
済
に
と
っ
て
そ
れ
ま
で

に
な
い
動
揺
期
で
あ
っ
た
。
文
政
三
（
一
八
二
〇
）
年

に
は
す
で
に｢

金
銀
不
融
通｣

と
い
う
事
態
に
陥
り
、

藩
が
発
行
し
た
銀
札
の
価
値
が
下
落
し
て
い
っ
た
。

と
く
に
、
天
保
七
（
一
八
三
六
）
・
八
年
は
未
曽
有
の

大
凶
作
に
み
ま
わ
れ
、
天
保
末
の
藩
の
借
財
は
約

一
〇
万
両
に
ま
で
達
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
時
藩

が
と
っ
た
対
策
は
、
ひ
た
す
ら
藩
札
発
行
を
増
や

す
こ
と
で
あ
っ
た
。
藩
は
、
こ
れ
に
よ
り
、
正
金

銀
を
藩
庫
に
蓄
積
さ
せ
よ
う
と
し
た
が
、
結
局
は

諸
物
価
を
高
騰
さ
せ
、
逆
に
藩
札
の
価
値
を
よ
り

一
層
暴
落
さ
せ
て
い
く
こ
と
に
な
っ
た
。
橋
本
家

を
め
ぐ
る
銀
談
争
論
は
、
こ
の
よ

う
な
状
況
の
中
で
発
生
し
た
の
で

あ
る
。�

　
尾
道
の
竹
原
屋
七
郎
右
衛
門
は
、

天
保
六
年
と
八
年
に
、
町
家
二
軒
・

塩
浜
四
軒
を
質
入
れ
し
て
橋
本
家

か
ら
借
銀
し
た
。
塩
浜
は
、
橋
本

か
ら
借
用
す
る
形
で
引
き
続
き
営

み
、
加
地
子
銀
（
小
作
料
）
を
藩

札
で
納
め
た
。
し
か
し
、
藩
札
相

場
が
下
落
し
た
た
め
、
橋
本
家
は
正
銀
で
こ
れ
を

取
り
立
て
よ
う
と
し
、
そ
れ
を
拒
否
し
藩
札
で
納

め
よ
う
と
し
た
竹
原
屋
と
の
間
で
争
論
と
な
っ
た

の
で
あ
る
。
橋
本
家
は
、
富
浜
な
ど
他
の
塩
田
で

も
正
銀
で
加
地
子
銀
を
取
る
よ
う
に
な
っ
た
と
主

張
し
、
場
合
に
よ
っ
て
は
塩
浜
を
取
り
上
げ
る
こ

と
に
な
る
と
迫
っ
て
い
る
。�

　
ま
た
、
福
山
藩
領
松
永
村
の
高
須
屋
吉
兵
衛
は
、

文
化
四
（
一
八
〇
七
）
年
に
塩
浜
を
質
入
れ
し
て
以
来
、

橋
本
家
か
ら
た
び
た
び
借
銀
し
、
借
用
証
文
の
額

よ
り
も
上
乗
せ
し
て
資
金
を
借
り
受
け
る
な
ど
、

優
遇
措
置
を
受
け
て
い
た
。
し
か
し
、
天
保
八
年
、

橋
本
家
が
、
藩
札
で
の
返
済
を
受
け
入
れ
て
い
た

の
を
突
然
正
銀
で
返
済
す
る
よ
う
迫
っ
た
た
め
、

高
須
屋
は
猛
反
発
し
た
の
で
あ
る
。
藩
札
を
受
け

取
っ
て
も
ら
わ
な
け
れ
ば
困
る
と
意

気
込
む
高
須
屋
吉
兵
衛
は
、
手
代
に

命
じ
て
葛
籠
二
つ
に
藩
札
を
満
杯
に

詰
め
込
ま
せ
、
駕
籠
に
乗
せ
て
橋
本

の
店
ま
で
運
ば
せ
た
。
暴
落
し
た
藩

札
を
受
け
取
れ
な
い
橋
本
家
で
は
、

押
し
か
け
た
高
須
屋
手
代
を
早
々
に

追
い
返
し
た
が
、
こ
の
ま
ま
で
は
捨

て
置
け
な
い
と
、
急
遽
高
須
屋
と
の

交
渉
に
入
っ
た
の
で
あ
る
。�

　
こ
の
ほ
か
に
も
、
藩
札
で
の
借
銀
返
済
を
断
ら
れ

た
商
人
と
橋
本
家
と
の
間
で
争
論
と
な
っ
た
例
が
い

く
つ
か
見
受
け
ら
れ
る
。
彼
ら
が
質
入
れ
し
た
塩
浜

や
新
開
地
は
質
流
れ
と
な
っ
て
橋
本
家
の
手
に
渡
っ

た
。
橋
本
家
は
こ
の
時
期
に
塩
田
経
営
を
拡
張
し
て

い
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
事
実
は
、
橋
本
家
の
商
家

経
営
の
あ
り
方
を
考
え
る
う
え
で
大
変
参
考
に
な
る
。

同
家
の
経
営
の
基
本
は
、
不
動
産
を
担
保
に
し
た
大

口
の
質
貸
と
、
そ
の
過
程
で
得
た
塩
田
を
も
と
に

展
開
す
る
地
主
経
営
に
よ
っ
て
成
り
立
っ
て
い
た

の
で
あ
る
。�

　
天
保
期
と
い
う
広
島
藩
経
済
の
動
揺
期
を
乗
り
切

っ
た
橋
本
家
は
、
や
が
て
、
明
治
以
降
の
広
島
の
銀

行
業
界
に
お
い
て
中
心
的
役
割
を
担
っ
て
い
く
こ
と

に
な
る
の
で
あ
る
。�

銀談争論に関する文書�
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広
島
県
立
文
書
館
は
昭
和
六
十
三
（
一
九
八
八
）
年
十
月
に
開
館
し
、
今
年
で
十
周

年
を
迎
え
る
。
本
館
で
は
こ
の
間
、
県
庁
の
行
政
文
書
や
、
危
機
に
瀕
し
た
古
文
書

を
収
集
・
保
存
・
整
理
し
、
利
用
に
供
す
る
と
と
も
に
、
文
書
の
展
示
や
解
読
講
座

な
ど
、
文
書
に
関
す
る
普
及
活
動
に
も
つ
と
め
て
き
た
。
ま
た
、
平
成
元
（
一
九
八
九
）

年
二
月
に
は
地
方
調
査
員
一
二
名
を
委
嘱
し
て
古
文
書
の
所
在
情
報
等
を
収
集
し
（
六

年
四
月
か
ら
文
書
調
査
員
と
改
称
し
一
八
名
）
、
所
蔵
者
の
も
と
で
古
文
書
が
適
切

に
保
存
さ
れ
る
よ
う
助
言
を
行
っ
て
き
た
。
こ
の
十
周
年
を
期
に
、
昨
年
度
ま
で
の

当
館
の
歩
み
を
振
り
返
る
こ
と
に
し
た
い
。�

 �����������

　
一
　
収
集
・
整
理�

　
行
政
文
書
　
当
館
で
は
、広
島
県
庁
で

作
成
し
た
行
政
文
書
の
う
ち
、保
存
年

限
が
満
了
し
、歴
史
資
料
と
し
て
保
存

す
る
必
要
の
あ
る
文
書
を
、文
書
館
が

開
館
す
る
以
前
、昭
和
四
十（
一
九
六
五
）
年

度
か
ら
選
別
し
、収
集
し
て
い
る
。
昨
年

度
末
ま
で
三
八
、八
三
一
点
を
収
集
し
た
。

完
結
後
三
十
年
を
経
過
し
整
理
さ
れ
た

も
の
か
ら
利
用
で
き
る
（
審
査
期
間
二

週
間
以
内
）。目
録
は
文
書
館
閲
覧
室
に

備
え
付
け
て
あ
る
。�

　
行
政
資
料 

（
刊
行
物
） 

昨
年
度
末
ま

で
に
三
八
、一
五
四
点
を
収
集
し
た
。こ

の
う
ち
広
島
県
が
刊
行
し
た
行
政
資
料

目
録
は
文
書
館
閲
覧
室
に
備
え
付
け
て

あ
る
。�

���

　�

��������
　
古
文
書
　
民
間
に
伝
え

ら
れ
た
歴
史
資
料
（
古
文

書
）
を
、
散
逸
な
ど
の
危

機
に
瀕
し
た
も
の
か
ら
、

寄
贈
・
寄
託
に
よ
っ
て
受

け
入
れ
て
い
る
。
そ
の
点

数
は
昨
年
度
末
ま
で
に
約

一
五
三
、
二
〇
〇
点
に
達

し
た
。
こ
の
ほ
か
、
県
に

関
す
る
歴
史
資
料
と
し
て

重
要
な
文
書
を
マ
イ
ク
ロ

フ
ィ
ル
ム
に
撮
影
し
て
収

集
し
て
い
る
。
そ
の
コ
マ

数
は
昨
年
度
末
で
五
四
万

コ
マ
に
達
し
て
い
る
。�

　
受
け
入
れ
た
古
文
書
は
、�

最
適
の
環
境
に
あ
る
収
蔵
庫
で
保
管
し
、

一
点
ず
つ
整
理
す
る
。
焼
き
付
け
た
マ

イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
も
同
様
で
あ
る
。
整

理
を
終
え
た
も
の
か
ら
閲
覧
利
用
で
き

る
こ
と
に
な
る
。�

　
昨
年
度
ま
で
に
『
収
蔵
文
書
目
録
』

は
第
五
集
ま
で
、
『
複
製
資
料
目
録
』

は
第
四
集
ま
で
（
第
三
集
ま
で
は
県
史

編
さ
ん
室
が
収
集
し
た
広
島
県
内
外
の

古
文
書
な
ど
の
写
真
版
）
発
刊
し
た
。�

�

����������
�

�

　
二
　
普
及
活
動�

　
展
示
　
開
館
以
来
、特
定
の
テ
ー
マ
を

設
定
し
た
特
別
展
・
企
画
展
・
収
蔵
文
書

展
を
開
催
し
て
い
る
。ま
た
、こ
の
ほ
か
平

成
四
年
か
ら
は
、古
文
書
の
基
礎
知
識
、

ま
た
は
「
古
文
書
へ
の
招
待
―
武
家
文

書
と
村
方
文
書
―
」
と
い
う
テ
ー
マ
の
パ

ネ
ル
を
中
心
と
し
た
常
設
展
示
を
行
っ

て
い
る
。
常
設
展
示
で
は
、随
時
、収
蔵

文
書
を
紹
介
す
る
コ
ー
ナ
ー
も
設
け
て

い
る
。�

　
郷
土
史
講
座
　
平
成
元
年
度
か
ら
、

展
示
を
担
当
し
た
研
究
員
が
展
示
テ
ー

マ
に
沿
っ
た
内
容
で
当
館
を
会
場
に
郷

土
史
講
座
を
開
催
し
て
い
る
ほ
か
、館
外

の
研
究
者
を
講
師
と
し
て
、広
島
市
以

外
の
市
で
も
開
催
し
て
い
る
。�

広
島
県
立
文
書
館
の
十
年�

目録名� 内　　　容� 発行年月�

複製資料目録第1集�広島県史編纂室収集・県内編� 昭和63年9月�

平成6年3月�

　　　 〃　　第2集� 　　　　                     〃　　　　・県外編�  〃�

　　　  〃　　第3集 �　　　　〃　　　　・補遺� 〃�
収蔵文書目録第1集�

�

�

　 　〃　　　第2集�
�
　 　〃　　　第3集�

入江家(8817)･海城家(8808)･�
渋谷家(9103)･浄福寺(8825)・�
常和寺(9111)･土井氏収集(8815)･�
平尾家(8909)･前田家(8816)・�
三玉氏収集(8823)･宮本家(8804)･�
三好家(9104)･山田家(8810)

県議会(S03-93)･佐々木家�
(8814)･河毛氏収集(8818)

 平成6年6月�

安佐郡村役場(8829)･尼子家�
(8809)･千葉家(8812)･野坂家�
(8802) 

平成8年3月�

複製資料目録第4集�

�収蔵文書目録第4集�

　　 〃　　　第5集�

不動院(P9501)

永井家(8824)･重川家(8826) 

芸北町役場(1) (8911) 

平成9年3月�

平成10年3月�

 〃�

10年間の展示図録�

－4－�
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古
文
書
解
読
講
座
　
平
成
二
年
度

か
ら
、
古
文
書
解
読
に
興
味
を
持
ち
な

が
ら
、
学
習
の
場
が
な
い
初
心
者
を
対

象
に
古
文
書
解
読
入
門
講
座
を
開
催
し

て
い
る
。
平
成
七
年
度
か
ら
は
古
文
書

の
大
切
さ
を
理
解
し
て
い
た
だ
く
た
め
、

古
文
書
取
扱
上
の
注
意
事
項
や
、
文
書

館
の
業
務
案
内
も
行
う
よ
う
に
な
っ
た
。�

　
毎
年
申
込
み
が
多
数
あ
り
、
好
評

を
博
し
て
い
る
。
ま
た
、
平
成
三
年

度
か
ら
は
、
入
門
講
座
の
修
了
者
を

対
象
に
古
文
書
解
読
中
級
講
座
（
九

年
度
に
続
古
文
書
解
読
入
門
講
座
と

改
称
）
を
開
催
し
て
い
る
。
い
ず
れ

も
講
師
は
当
館
研
究
員
で
あ
る
。�

　
行
政
文
書
・
古
文
書
保
存
管
理
講
習
会�

　
当
館
で
は
、
平
成
二
年
度
か
ら
、

歴
史
資
料
と
し
て
重
要
な
行
政
文
書

や
古
文
書
等
の
散
逸
を
防
止
し
、
適

正
な
管
理
・
利
用
が
行
わ
れ
る
よ
う

理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め
、
市

町
村
の
文
書
担
当
主
管
課
、
教
育
委

員
会
、
歴
史
資
料
保
存
機
関
職
員
、

文
化
財
保
護
委
員
等
を
対
象
と
し
た

行
政
文
書
・
古
文
書
保
存
管
理
講
習

会
を
毎
年
秋
に
開
催
し
て
い
る
。
平

成
六
年
度
に
福
山
市
で
開
催
し
た
ほ

か
は
い
ず
れ
も
会
場
は
当
館
で
あ
る
。�

　
史
誌
等
の
出
版
　
本
館
の
広
報
誌

と
も
い
う
べ
き
『
文
書
館
だ
よ
り
』

は
平
成
二
年
に
創
刊
し
、
本
号
で
一

二
号
と
な
っ
た
。�

　
ま
た
事
業
年
報
も
平
成
二
年
か
ら

毎
年
刊
行
し
て
い
る
。
こ
の
ほ
か
開

館
以
来
次
の
よ
う
な
史
誌
や
研
究
紀

要
、
資
料
集
を
発
刊
し
て
い
る
。
こ

れ
ら
は
、
当
館
の
ほ
か
県
内
の
公
共

図
書
館
等
で
閲
覧
で
き
る
。�

－5－�

表2　文書展のテーマ�

表3　郷土史講座テーマ�

　名　称　 　　展示テーマ 　　　　展示期間�

�開館記念特別展     古文書に見る安芸・備後の南北朝動乱と情報　  1988.10～11�

�第1回企画展　広島城下の町組と商人文化 　　　 1989. 4～  8�

�第2回特別展　古文書に見る瀬戸内の海上交易と水軍　1989. 9～10�

�収蔵文書展　  明治期広島の政治 　　　　　　　　  1989.11～ 3�

�収蔵文書展　  江戸時代の武家文書 　　　 1990.  6～ 9�

�第2回企画展    近世尾道の発展と商人 　　　 1990.10～12　�

�第3回特別展    写真と文書で見る広島県移住史　　　1991.  7～  9�

�第3回企画展　資料で見る広島県の鉄道のあゆみ　　 1992.  5～  6�

�収蔵文書展　  渋谷家文書の世界　　　　　　　　　 1992.10～11�

�収蔵文書展　  江戸時代の村方文書　　　　　　　　 1993.10～12�

�収蔵文書展　  江戸の旅人たち　　　　　　　　　　 1994.10～12�

�第4回企画展　町と村の戦時体制　　　　　　　　　 1995.  7～  9�

�第4回特別展　不動院文書展　　　　　　　　　　　 1996.  7～  9�

�第5回特別展　毛利元就文書展 　　　　　　　　   1997.  9～10

   講師名 　　郷土史講座テーマ　　　　   場　所　 　開催日�

�松下孝昭 明治時代の広島 　　　　 文書館　   1990.  2.10�

�青野春水 江戸時代の土地制度　　　　　  文書館　   1990.  8.31�

�天野卓郎 県北の農村問題と米騒動　　　  庄原市　   1990.10.25�

�頼　祺一 芸備の学問　　　　　　　　　  文書館　   1990.12.12�

�高橋　衛 呉の海軍と戦後の諸問題　　　  呉　市　   1991.  2.28�

�安藤福平 ｢広島県移住史」資料編を読む　文書館　   1991.  7.19�

�松下孝昭 広島県の鉄道のあゆみ　　　　  文書館　   1992.  6.  6�

�福間光超 備後･安芸真宗の展開と照林坊　三次市　   1992.  8.29�

�松井輝昭 瀬戸内の水軍と豪商渋谷氏　　  文書館　   1992.10.31�

 松下正司 安芸国分寺の瓦と伽藍配置�

 岸田裕之　戦国大名と国衆 　　　　
東広島市

　
1993.  3.  6�

 西村　晃 村の生活と文書 　　　　 文書館　   1993.12.  4�

�藤井　昭 芸備の荘園と名の祭り　　　　  三原市　   1994.10.22�

�西村　晃 江戸の旅人たち　　　　　　　  文書館　　1994.12.  4�

�安藤福平 町と村の戦時体制　　　　　　  文書館　　1995.  8.  5�

�秋山伸隆 中世の廿日市　　　　　　　　 廿日市市　1995.11.25�

�松井輝昭 安国寺恵瓊と不動院　　　　  　文書館　   1996.  8.  3�

�本多博之 中世尾道と毛利氏　　　　　　  尾道市　   1997.  3.29�

�松井輝昭 毛利元就の手紙について　　　  文書館　　1998.10.11�

�三宅紹宣 長州戦争と大竹　　　　　　　  大竹市　　1998.  2.28

表4　史誌の発行状況�

10年間の目録・史誌等�

　　　   史　誌　名　　　　　    刊行年月�

�広島県戦災史 　　　　 1988.3�

�広島県立文書館紀要第1号　　   1989.3�

�広島県立文書館紀要第2号　　   1990.3�

�広島県移住史　資料編　　　　 1991.3�

�資料集第1集「吹寄青枯集」　   1991.3�

�広島県移住史　通史編　　　　 1993.10�

�広島県立文書館紀要第3号　　   1994.7�

�資料集第2集「宮本愚翁日記�

�抜粋・恩ほうし」　　　　　　 
1995.3

�

�広島県立文書館紀要第4号　　　1997.3�

��

�

県
立
文
書
館
郷
土
史
講
座�

「
商
家
の
経
営
活
動
と
文
書�

　
　
　
　
―
江
戸
か
ら
明
治
へ
」�

講
師
　
　
文
書
館
研
究
員
　
西
向
宏
介�

日
時
　
11
月
7
日（
土
）午
後
一
時
半
〜�

場
所
　
県
情
報
プ
ラ
ザ
多
目
的
ホ
ー
ル�

広島県立文書館だより�12号�



　
私
と
古
文
書
の
出
会
い
は
二
十
数
年
前
に
さ
か

の
ぼ
る
。
地
元
の
教
育
委
員
会
が
企
画
し
た
古
文

書
解
読
講
座
に
参
加
し
、
当
時
呉
海
上
保
安
大
学

校
の
教
官
で
あ
っ
た
金
指
正
三
先
生
か
ら
丁
寧
な

ご
指
導
を
受
け
た
の
が
最
初
で
あ
る
。
そ
の
後
講

座
の
途
絶
と
と
も
に
学
習
も
中
断
せ
ざ
る
を
得
な

か
っ
た
。�

�

　
数
年
後
、
町
内
の
文
化
財
保

護
と
町
史
編
纂
の
要
望
が
出
さ
れ

た
が
、
古
文
書
を
解
読
で
き
る
者

が
な
く
具
体
的
に
話
が
進
ま
な
か

っ
た
。
そ
こ
で
、
誰
か
が
動
か
な

け
れ
ば
と
考
え
、
自
分
で
町
内
の

旧
家
や
社
寺
を
訪
ね
て
回
る
こ
と

に
し
た
。�

　
本
浦
の
西
蓮
寺
を
訪
ね
た
際
、

「
芸
州
倉
橋
浦
風
土
記
」
（
三
分

冊
、
ほ
か
に
草
稿
一
冊
）
と
い
う

表
紙
が
か
な
り
損
傷
し
た
書
冊
が
見
つ
か
っ
た
。

こ
れ
は
、
倉
橋
島
の
歴
史
・
風
俗
・
自
然
・
産
業

等
を
広
範
に
わ
た
っ
て
記
し
た
地
誌
の
よ
う
で
あ
る
。

全
文
に
読
み
が
な
や
送
り
が
な
を
付
し
た
和
風
漢

文
で
、
略
字
や
異
体
字
、
難
解
な
表
現
は
あ
る
も

の
の
、
く
ず
し
字
が
な
い
た
め
、
漢
文
の
素
養
が

あ
れ
ば
何
と
か
判
読
で
き
る
。�

　
構
成
は
、
巻
頭
の
目
次
に
よ
る
と
、
古
事
談
門
・

土
地
門
・
風
俗
門
・
山
川
門
・
村
里
門
・
土
産
門
・

神
社
門
・
寺
観
門
・
古
蹟
門
・
陵
墓
門
・
奇
石
門
・

人
品
門
・
郷
長
門
・
詩
歌
門
・
老
樹
門
・
舎
屋
門

の
一
六
部
門
と
な
っ
て
い
る
が
、
実
際
に
は
村
里
門
・

奇
石
門
と
最
後
の
四
部
門
の
計
六
部
門
が
欠
け
て

い
る
。
各
部
門
の
内
容
を
紹
介
す
る
紙
幅
は
な

い
が
、
た
と
え
ば
最
初
の
古
事
談
門
で
は
、
倉

橋
島
の
中
世
領
主
で
あ
る
多
賀
谷
氏
の
興
亡
や

島
の
年
中
行
事
を
記
述
し
て
い
る
。�

�

　
著
者
は
「
西
蓮
寺
真
宗
第
四
世
住
僧
性
添
」
、

年
代
は
明
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
異
筆
な
が
ら

巻
末
に
「
…
性
添
、
宝
暦
九
己
卯
年
十
二
月
十

七
日
寂
」
と
あ
り
、
ま
た
、
本
文
中
に
「
昨
年

享
保
十
三
年
の
暦
」
と
い
う
記
述
が
あ
る
。
こ

れ
ら
を
総
合
す
る
と
、
著
者
が
、
享
保
末
か
ら

元
文
の
初
め
ご
ろ
（
一
七
三
〇
年
前
後
）
に
書
い

た
が
、
病
気
な
ど
何
ら
か
の
事
情
で
完
結
し
な

い
ま
ま
宝
暦
九
年
に
入
寂
し
、
後
世
の
住
職
が
著

者
名
と
入
寂
年
を
巻
末
に
記
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。�

　
執
筆
の
目
的
は
、
本
書
の
序
に
あ
る
よ
う
に
、

当
時
現
存
し
た
野
間
五
郎
兵
衛
入
道
宗
円
の
手
に

よ
る
「
古
老
の
伝
」
に
誤
り
が
多
く
、
「
郷
里
の

風
土
」
の
記
述
が
欠
け
「
史
伝
と
す
る
に
足
ら
」

な
か
っ
た
た
め
で
あ
る
。
そ
こ
で
性
添
が
一
念
発

　
　
　
　�

���������

起
し
て
実
証
的
な
地
誌
の
編
纂
を
試
み
た
の
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
本
書
は
客
観
的
な
記
述
を
旨
と
し

て
い
る
。
し
か
し
そ
の
一
方
で
、
自
ら
の
感
想
を

交
え
た
文
章
は
郷
里
へ
の
愛
情
の
ま
な
ざ
し
を
う

か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。�

　
本
書
の
内
容
は
、
文
政
五
年
編
纂
の
広
島
藩
の

地
誌
『
芸
藩
通
志
』
の
た
め
に
提
出
し
た
文
化
十

一
（
一
八
一
四
）
年
「
文
化
度
国
郡
志
」
に
も
引
用
さ

れ
報
告
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
後
世
に
お

い
て
こ
の
「
芸
州
倉
橋
浦
風
土
記
」
の
内
容
が
信

憑
性
の
高
い
史
料
と
し
て
評
価
さ
れ
た
こ
と
を
示

す
も
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。�

　
な
お
、
本
書
は
『
倉
橋
町
史
』
資
料
編
Ⅱ
（
平

成
三
年
）
に
復
刻
さ
れ
て
い
る
の
で
ご
参
照
い
た

だ
き
た
い
。�

〈古文書への招待〉　　　　�

僧侶が著した島の地誌�
―「芸州倉橋浦風土記」―�

文書調査員　井 上 角 二�
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さ
い 

れ
ん
　
じ�

く
ら 

は
し 

じ
ま�

た 

　
が
　 

や�



��

　
当
館
で
は
、
三
十
年
以
上
経
過
し
た

行
政
文
書
を
再
選
別
し
、
永
久
保
存
す

る
こ
と
に
な
っ
た
文
書
を
整
理
し
て
閲

覧
に
供
し
て
い
る
。
現
在
閲
覧
で
き
る

行
政
文
書
は
三
九
〇
五
冊
、
一
番
最
近

の
も
の
は
昭
和
三
十
九
年
度
に
作
成
さ

れ
た
文
書
で
、
六
三
八
冊
あ
る
。�

　
昭
和
三
十
九
（
一
九
六
四
）
年
は
東
京

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ
、
東
海
道

新
幹
線
が
開
業
し
た
年
で
、
日
本
経
済

は
高
度
成
長
の
た
だ
中
、
開
発
に
ひ
た

走
っ
て
い
た
時
代
で
あ
る
。
前
年
に
は

備
後
地
区
が
工
業
整
備
特
別
地
域
に
指

定
さ
れ
て
い
る
。
一
方
三
八
豪
雪
が
あ

り
中
国
山
地
の
過
疎
化
も
始
ま
っ
た
。�

　
表
題
を
一
覧
す
る
だ
け
で
も
、当
時
の

県
行
政
の
動
き
の
一
端
が
想
像
で
き
る
。

「
拠
点
地
域
開
発
／
備
後
工
特
」
は
前

年
に
備
後
地
区
が
工
業
整
備
特
別
地
域

に
指
定
さ
れ
た
こ
と
に
と
も
な
う
文
書
で
、

「
拠
点
地
域
開
発
／
広
島
都
市
圏
」
は
、

三
十
九
年
二
月
に
中
国
地
方
地
域
開
発

促
進
計
画
が
閣
議
決
定
さ
れ
、
広
島
が

大
規
模
地
方
開
発
都
市
に
指
定
さ
れ
た

こ
と
に
と
も
な
う
文
書
で
あ
る
。
「
工

業
用
水
道
／
国
庫
補
助
金
交
付
申
請
書
・

事
業
計
画
書
図
面
」
は
、
初
の
県
営
工

業
用
水
道
で
あ
る
太
田
川
東
部
工
業
用

水
道
建
設
に
と
も
な
う
書
類
で
あ
り
、「
農

業
構
造
改
善
事
業
／
パ
イ
ロ
ッ
ト
地
区

動
向
調
査
」
は
、
三
十
七
年
か
ら
事
業

が
実
施
さ
れ
て
い
た
農
業
構
造
改
善
事

業
の
状
況
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
「
臨

海
工
業
用
地
造
成
／
福
山
港
関
係
」
は

県
と
福
山
市
、
日
本
鋼
管
（
昭
和
三
十

六
年
誘
致
決
定
）
と
の
協
議
・
協
定
関

係
の
資
料
、
「
鉄
道
整
備
促
進
／
山
陽

新
幹
線
建
設
促
進
」
は
、
早
く
も
こ
の

こ
ろ
か
ら
山
陽
新
幹
線
建
設
期
成
同
盟

会
が
発
足
し
、
陳
情
活
動
が
展
開
さ
れ

て
い
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。
「
特

定
地
帯
対
策
／
豪
雪
地
帯
対
策
」
は
三

八
豪
雪
後
の
行
政
の
動
向
を
示
し
て
い
る
。�

��

真
野
家
文
書
（
寄
託
）�

　
同
家
は
、
明
治
四
年
に
三
谿
郡
雲
通

村
（
現
双
三
郡
吉
舎
町
）
庄
屋
、
そ
の

後
戸
長
を
勤
め
た
。
こ
の
た
め
約
二
三

〇
点
の
文
書
は
、
幕
末
か
ら
明
治
二
十

年
頃
迄
の
文
書
が
多
い
。�

�

石
井
家
文
書
（
寄
贈
）�

　
同
家
は
、
佐
伯
郡
西
能
美
島
の
中
村

（
現
同
郡
能
美
町
）
庄
屋
や
割
庄
屋
を

勤
め
た
。
村
方
文
書
は
失
わ
れ
、
二
五

点
の
書
画
類
が
寄
贈
さ
れ
た
。�

�

岩
国
屋
文
書
（
寄
贈
）�

　
文
書
調
査
員
久
枝
秀
夫
氏
か
ら
寄
贈

さ
れ
た
薬
学
・
医
学
関
係
の
和
装
本
一

〇
点
。
そ
の
大
半
が
山
県
郡
新
庄
村
（
現

同
郡
大
朝
町
）
で
馬
医
を
勤
め
て
い
た

熊
野
屋
に
伝
来
し
た
も
の
と
い
う
。�

�

大
束
彌
一
氏
収
集
文
書
（
寄
贈
）�

　
明
治
十
四
年
に
県
庁
勧
業
課
が
作
成

し
た
「
勧
業
意
見
郡
区
長
ヨ
リ
進
達
一
件
」

一
点
。
千
田
県
令
の
諮
問
に
対
す
る
郡

区
長
の
意
見
書
が
綴
ら
れ
て
い
る
。�

�

稲
垣
武
氏
収
集
文
書
（
寄
託
）�

　
渡
辺
源
五
郎
に
宛
て
た
毛
利
元
就
の

感
状
な
ど
戦
国
時
代
の
文
書
九
点
。�

『
広
島
県
史
』
古
代
中
世
資
料
編
Ⅳ
で

は
「
飯
田
米
秋
氏
所
蔵
文
書
」
と
誤
記

し
て
い
る
。�

��

中
垣
家
文
書
（
寄
託
）�

　｢

御
旧
記｣

一
点
。
沼
田
郡
伴
村
（
現

広
島
市
安
佐
南
区
）
の
農
民
中
垣
新
作

の
日
記
（
文
化
三
年
〜
明
治
十
年
）
。

平
仮
名
が
多
く
文
章
も
た
ど
た
ど
し
い
が
、

庶
民
の
日
記
と
し
て
興
味
深
い
。�

��

吉
岡
家
文
書
（
寄
贈
）�

　
東
広
島
市
西
条
町
本
通
り
で
呉
服
店

を
営
む
吉
岡
呉
服
店
の
、
明
治
末
期
か

ら
大
正
年
間
に
か
け
て
の
経
営
帳
簿
六

四
点
。
呉
服
の
売
掛
簿
が
大
半
で
あ
る
。�

��

鼓
家
文
書
（
寄
贈
）�

　
南
北
朝
期
、
三
吉
少
納
言
房
覚
弁
は

足
利
尊
氏
方
に
属
し
て
、
備
後
国
南
部

に
大
き
な
勢
力
を
持
ち
、鼓
氏
を
称
し
た
。

鼓
家
文
書
六
八
点
の
ほ
と
ん
ど
は
、
覚

弁
関
係
の
文
書
で
、
こ
の
う
ち
二
巻
は

県
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。�

��

橋
本
家
文
書
（
寄
託
）�

　
昭
和
五
十
八
年
ご
ろ
、
広
島
市
可
部

公
民
館
に
預
け
ら
れ
た
襖
紙
三
枚
な
ど
。

そ
の
下
張
り
に
、
幕
末
期
の
高
宮
郡
水

落
村
（
現
広
島
市
安
佐
北
区
）
の
庄
屋

文
書
な
ど
が
見
え
る
。�

�

原
家
文
書
（
寄
託
）�

　
原
家
は
最
高
禄
高
一
八
〇
〇
石
の
広

島
藩
士
。
歴
代
当
主
が
藩
主
か
ら
拝
領

し
た
直
筆
や
知
行
目
録
な
ど
約
一
九
〇

点
の
ほ
か
、
扇
子
や
盃
な
ど
も
含
ま
れ

る
。�

平
成
九
年
度
に
収
集
し
た
古
文
書�

昭
和
三
十
九
年
の
行
政
文
書�
�
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��
５
月
９
日  

収
蔵
文
書
の
紹
介
「
番
付
、
引
札
、
新    

　
　
　
　   
聞
、
博
覧
会
―
広
告
の
系
譜
―
」
開
始�

５
月
２７
日   
第
１
回
文
書
調
査
員
会
議�

６
月
１４
日   

古
文
書
解
読
入
門
講
座
開
講
（
１１
月
ま

　
　
　
　    

で
毎
月
２
回
）�

７
月
２４
日   

続
古
文
書
解
続
入
門
講
座
開
講
（
１０
年

　
　
　
　
　
６
月
ま
で
毎
月
１
回
）�

８
月
８
日  

収
蔵
文
書
の
紹
介
「
戦
場
へ
駆
り
出
さ

　
　
　
　  

れ
た
農
兵
た
ち
―
世
羅
郡
西
上
原
村
極

　
　
　
　    

楽
寺
文
書
か
ら
―
」
開
始�

８
月
２５
日    

文
書
館
だ
よ
り
第
１０
号
発
行�

９
月
１０
日    

安
田
女
子
大
学
古
文
書
学
学
外
実
習�

９
月
１８
日    

信
州
大
学
日
本
史
研
究
室
実
地
見
学�

９
月
２９
日    

特
別
展
「
毛
利
元
就
文
書
展
―
乱
世
に

　
　
　
　   

生
き
手
紙
を
駆
使
す
る
―
」
開
催
（
１０

　
　
　         

月
２５
日
ま
で
）�

�������

���������

１０
月
７
日    

行
政
文
書
・
古
文
書
保
存
管
理
講
習
会

　
　
　
　    

開
催�

１０
月
１１
日  

郷
土
史
講
座
　
松
井
輝
昭
「
毛
利
元
就

　
　
　
　     

の
手
紙
に
つ
い
て
」�

１０
月
２４
日    

第
２
回
文
書
調
査
員
会
議�

１１
月
６
日   

９７
年
３
月
選
別
収
集
行
政
文
書
を
搬
入�

１２
月
３
日  

収
蔵
文
書
の
紹
介
「
文
書
で
綴
る
保
田

　
　
　
　
　  

八
十
吉
の
生
涯
」
開
始�

２
月
２８
日  
郷
土
史
講
座
　
三
宅
紹
宣
「
長
州
戦
争

　
　
　
　
　  

と
大
竹
」
（
大
竹
市
総
合
文
化
会
館
）�

３
月
６
日
　
県
立
図
書
館
か
ら
古
文
書
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ

　
　
　
　 

　
ル
ム
移
管�

３
月
１０
日
　
文
書
館
だ
よ
り
第
１１
号
発
行�

３
月
１６
日
　
寄
贈
・
寄
託
者
感
謝
状
贈
呈
式 �

３
月
２３
日
　
収
蔵
文
書
の
紹
介
「
三
吉
少
納
言
房
覚

　
　
　
　
　  

弁
の
活
躍
と
文
書
」
開
始 

　
平
成
９
年
度
の
主
な
で
き
ご
と�

信州大学日本史研究室実地見学�

郷土史講座「毛利元就の手紙について」�

■
開
館
時
間�

　
＊
月
〜
金
曜
日
　
９
時
〜
１７
時�

　
＊
土
曜
日
　
　
　
９
時
〜
１２
時�

■
休
館
日�

　
＊
日
曜
日
、
国
民
の
祝
日
及
び
振
替
休
日�

　
＊
年
末
年
始
（
１２
月
２８
日
〜
１
月
４
日
）�

　
＊
交
通
　 

Ｊ
Ｒ
広
島
駅
よ
り
バ
ス
（
広
島
港
行�

　
き
）
又
は
路
面
電
車
（
紙
屋
町
経
由
宇
品
行
き
）�

　
い
ず
れ
も
、
広
電
本
社
前
下
車
徒
歩
７
分�

　
　
広
島
県
情
報
プ
ラ
ザ
２
Ｆ�

利 

用 

案 

内�

広
島
県
立
文
書
館
だ
よ
り
　
第
十
二
号�

平
成
十
年
（
一
九
九
八
）
九
月
二
十
五
日
発
行�

編
集
発
行
　
広
島
県
立
文
書
館�

広
島
市
中
区
千
田
町
三
丁
目
七
―
四
七�

電
話
　
〇
八
二
―
二
四
五
―
八
四
四
四�

印
刷
　
文
化
印
刷
株
式
会
社�

も
ん
じ
ょ
か
ん�
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